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本研究では，地域内行事の中でも特にものづくりを伴う行事の持つ特質を明らかにすることを目的とす

る．そのため，郡上八幡春祭り2015年度みこしコンクールにおけるみこしの制作実態とみこし制作のため
の組織運営という二つの観点からヒアリング調査を行った．その結果，来年に再使用できる形態のみこし

を作ったり，制作を外部組織・地域に依存したりしながらもみこしを吊るという行為を継続しようという

意識があること，みこし制作の活動拠点の存在やみこしづくりに関わる人間が属するコミュニティの多様

さが今後のみこし制作継続に影響することを示した．  
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１．はじめに 
	
 

(1)研究背景	
 

	
 岐阜県郡上市八幡町（以下，郡上八幡）は，城下町と

して発展した町であり，現在も町の骨格がその面影を残

す．郡上八幡では，伝統的な建造物群が立ち並ぶ町並，

生活に密着した水路や洗い場などの水利用施設を保存し

次世代につなげていくための自治組織が町内単位で存在

し，地域のコミュニティの核として多くの研究対象とさ

れてきた 1)．また，上に挙げたような生活基盤に密着し

た組織とは別に，郡上踊りや郡上八幡春祭りなどの地域

内行事を軸とした組織も郡上八幡のコミュニティの特質

を語る上で欠かせないものである．	
 

	
 内山節は，「共同体の基礎理論」2)において，共同体

は，スケールもキャラクターも異なる様々な共同体が多

様に展開する際に成立するものであり，そのような共同

体の特徴のひとつに自治力の高さを挙げている．そして

日本では共同体の維持・管理という面において，祭りや

年中行事が自治の仕組みとして機能していたと述べてい

る．また，社会学におけるマッキーバーのコミュニティ

論を皮切りに，共同性・地域性の２つをコミュニティの

形成要件とするコミュニティ論のさらなる展開について

も議論されている．都市における祝祭研究の中でも，

我々が共同体，コミュニティと呼ぶものがどのようにし

て構成されているのかという疑問に対して，祭事を通じ

て，その集団行動や協力のシステムから社会との関係が

解明されている3)．	
 

	
 今回研究対象とする郡上八幡春祭りは，観光客の参加

も少なく地域に根ざした住民主体の祭事であり，国の重

要無形民俗文化財である郡上踊り等とは異なり，住民の

自発力に支えられながら，時流によってさまざまに開催

形態を変化させつつも現在まで継続してきた．地域内行

事という住民主体の祭事での組織運営や共同作業におけ

る仕組みが，まちにおける自治のどのような部分として

機能しているのかということを明らかにすることは，ま

ちの自治組織の多様性を把握する上でも必要であると考

える．	
 

	
 

(2)研究目的	
 

	
 上記の背景を踏まえ，本研究では岐阜県郡上市八幡町

の春祭りにて行われるみこしコンクールを対象とし，み

こし制作の実態を把握するとともに，みこし制作組織の

運営形態から，ものづくりを伴った地域内行事の特質を

明らかにすることを目的とする．さらに，そのような行

事が地域自治に対して持つ意義について示唆を得ること

を期待する．	
 

	
 

	
 



	
 

(3)既往研究の整理と本研究の位置づけ	
 

a)地域行事がコミュニティに与える影響に関する研究	
 

	
 石川ら 4)は，祭礼における各屋台の運営形態を，屋台

奉納の歴史的変遷，屋台運営の手法，運営のコミュニテ

ィの特徴や変遷をヒアリング調査，悉皆調査より分析す

ることで，地域コミュニティにおける祭りの役割を明ら

かにした．根岸ら 5)は，文献調査より大正期と現代の地

域自治・祭事運営の変遷，ヒアリング調査より町場と田

舎の祭事運営の現状を明らかにし，祭りが地域自治に与

えている影響を示した．藤井ら 6)は，京都五山送り火の

形態と運営組織の特徴をヒアリング調査より詳細に示し，

さらに資材・人材・資金という三つの視点から京都五山

送り火の継承の為の基礎的条件を明らかにしている．石

川・根岸の研究が，行事等がコミュニティに与える影響

を明示する為に祭事を運営する主体の実態調査に重きを

置いた研究であるのに対して，藤井の研究は伝統行事を

継承して行く為の必要条件を把握する為に祭事を構成す

る為の要素という観点から実態調査を行っている．	
 

	
 

b)コミュニティの発展要因・継続要因に関する研究	
 

	
 山崎 7)は長野県野沢温泉村の住民自治組織「野沢組」

の組織形態や財政規模，管理活動，また名古屋市緑区大

高町のコミュニティ活動の推移を例にとって，①住民間

の信頼関係の構築②目的意識・主体性の保持③人的資源

の確保・リーダー育成④財的資源の確立⑤他の住民組織

とのネットワーク形成などをコミュニティ発展の基礎的

条件として挙げている．内閣府の経済社会総合政策研究

所コミュニティ機能再生とソーシャル・キャピタルに関

する研究調査報告書 8)では，地縁組織や NPO 法人のコミ

ュニティ機能再生のプロセスを多様な事例を基にしなが

ら，コミュニティの活動が継続できる環境要因として，

豊富な人的資源・活動を支える仕組み・活動拠点の有

無・活動資金の存在・情報量・活動主体の能力を挙げて

いる．	
 	
 

	
 本研究は，みこしコンクールで作成されるみこしの形

態や，運営組織，材料の調達場所といった観点から，現

在のみこし制作における実態を把握する．祭礼等の地域

行事の実態を把握し地域自治との関連性を分析するもの

は多くあるが，ものづくりという行為を伴った地域行事

を対象とする点に特徴がある．	
 

	
 

(4)研究方法と資料	
 

	
 本研究は，みこし制作の変遷を把握する為にヒアリン

グ調査ならびに資料調査を実施した．	
 

	
 ヒアリング調査に関しては，春祭りにてみこしを担ぐ

21町内全てに対してインタビューを行い，各みこしの形

態や運営組織など2015年度春祭りみこしコンクールの実

態を捉える．また，運営組織にも，みこしコンクールの

変遷や運営主体の変化，運営資金についてなどについて

インタビューを行い，現況を把握する．	
 

表-1	
 ヒアリング調査概要	
 

調査1 調査２
対象者 春祭りにてみこしを担ぐ21団体の構成員 郡上春祭り実行委員会
方法 対面によるインタビュー形式 対面によるインタビュー形式
期間 2015/4/5～4/18　6/2～6/3 2015/7/24 	
 

	
 資料調査に関しては，郡上八幡春祭り実行委員会の所

持する会議資料，郡上市商工会が保有する写真資料，株

式会社インフォメーションネットワーク郡上八幡が保有

しているビデオデータよりみこしコンクール参加団体の

変遷を整理した．	
 	
 

	
 表2に，今回の研究において使用した資料と，資料か

ら得られるデータを示す．資料からは，1991,1993,1994,	
 

1998〜2001,2005,2008,2009,2012〜2015年のみこしコンク

ール参加団体を把握することができた．一方で，前述し

たコンクール不参加団体は，2005,2012〜2015年分しか

把握することができなかった．	
 	
 

表-2	
 みこしに関する資料から得られるデータ	
 

年代 出典 コンクール参加 コンクール不参加
1991 ビデオデータ ○ ×
1993 ビデオデータ ○ ×
1994 ビデオデータ ○ ×
1995 ビデオデータ データ欠損有 ×
1998 ビデオデータ ○ ×
1999 ビデオデータ ○ ×
2000 写真 ○ ×
2001 写真 ○ ×
2005 写真，ビデオデータ ○ ○
2008 ビデオデータ ○ ×
2009 ビデオデータ ○ ×
2012 会議資料，ビデオデータ ○ ○
2013 会議資料 ○ ○
2014 会議資料 ○ ○
2015 会議資料 ○ ○ 	
 

	
 

(5)用語の整理	
 

a）みこし	
 	
 

	
 春祭りにおいて担がれるみこしは，本神輿だけでなく

発泡スチロール等でキャラクターを模して制作されたも

のも含む．ここでは，そのようなものもまとめて平仮名

でみこしと定義する．	
 

	
 

b）頼母子	
 	
 

	
 一般的には「金銭の融通を含んだ民間の互助組織」を

指す．頼母子に参加しているメンバーが毎月一定の金銭

を出し合い貯蓄し，仲間内の一人が高額の買い物をする

際に，頼母子で貯めた金を貸してもらうといったやり取

りが行われてきた．しかし，現在はそのような講として

の意味を持つ頼母子は少なく，町内や同級生など気の合

う仲間での月に一度の集まりを指すことが多い．	
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Y
地域の神社のお祭りていう感じで。八幡の春祭りは、元々春祭りはみこしとお神楽が
出て、夜店がいっぱい並んで、のど自慢大会とか、昼間は。昔はあったんですよ、イ
ベントっていうかね。

H それは何年くらい前からあったんですかね？
Y 私が小学生、中学生の頃からだから、昭和二十五六年頃から。
H その頃からもうみこしのコンクール？

Y 神楽もみこしも出てたし、みこしは元々神社に奉納するものなんよね。それがコン
クールになったのはいつ頃か知らないんだけど。

H じゃあYさんがお子さんだったときにはお神輿は今みたいなキャラクターじゃなく
て？

Y キャラクターじゃなくて、本神輿というか宮神輿が中心だけど。
Y:語り手(郡上八幡春祭り実行委員会事務局局長)　H:聞き手
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みこし形態 詳細

ねぶた型
針金や竹などで作りたい形の骨組みを組み、そこに和紙を貼付けて色を
いれ、中をライトで照らしたもの

行灯型
木枠を組み、そこに和紙を貼付け中をライトで照らしたもの（置き行灯
のような縦長をした箱形のものや、提灯も指す）

本神輿型 本神輿や宮神輿と言われ、一般的な神輿と同じように制作されたもの
発泡スチロール型 発泡スチロールを材料の主として作成されたもの

その他 上記した形態に当てはまらないもの



	
 

(2)みこしの制作実態と祭り後の取り扱いについて	
 

	
 2015 年度のみこし制作の概況を，みこしの形態・制

作状況の分類・祭り終了後のみこしの取り扱いといった

3 点から整理し，参加団体ごとにまとめたものを表 5 に

示す．みこしの制作については制作・継続・購入の3パ

ターンに分け，さらに制作の度合いによって制作と改修

の 2 タイプ，継続の場合も手直しの度合いによって補

修・継続の2タイプに分類した．祭り後のみこしの取り

扱いについては保管・売却・展示・破棄の4パターンに

分類した．	
 

表-5	
 みこしの制作実態詳細 

地区区分 みこし制作組織団体名 みこし形態 制作実態 詳細 祭り後の扱い

職人町子供会 その他 継続 保管

中柳町子供会 本神輿 補修
前年に作成したものの手直し

2年前までは土曜日のみレンタル（武芸川）
保管

本町子供会 その他 制作 毎年 売却：大和

尾崎町子供会 その他 制作 毎年 売却：中野

上ヶ洞子供会 発砲スチ 制作 前年までは2~3年前に作成したものの手直し 保管

向山自治会 本神輿 継続 保管

上愛宕町有志ちびっこ会 発砲スチ 継続 2~3体のみこしを使い回し（白鳥町で購入） 保管

中愛宕町子供会 ねぶた 制作 毎年 売却：白鳥

今町・今小町・栄町子供会 発砲スチ 改修 購入品を手直し。作成する年も有/2～3年 ̶

新町子供会 行灯 制作
昨年までは購入品を手直し：

（7~8年前のもの・岐阜道産市で購入）
保管

新栄町子供会 ねぶた 制作 毎年 展示：大和の道の駅

城南町子供会 行灯 制作 毎年 展示：八幡病院

大正町子供会 行灯 継続 昨年のみこしを手直し 保管

常盤町子供会 発砲スチ
購入

制作

購入：アンパンマン（購入先不明）

制作：アンパンマンを載せる台車

四年前までは購入（富加町）

保管

上日吉町子供会 本神輿 継続 保管

下日吉町子供会 行灯 制作 毎年 ̶

下桝形町子供会 その他 制作 毎年 廃棄

小野子供会 発砲スチ 制作 毎年 一体売却：大和

中野子供会 行灯 購入 前年度の尾崎町のみこしを手直し 廃棄

郡上八幡FC 発砲スチ 改修 手直し 保管

赤谷流し有志会 本神輿 継続 保管

北町

南町

有志

	
 

	
 以上の結果をふまえて，みこし制作実態に関する概況

を，制作状況・祭り後のみこし取り扱いという項目で位

置づけたものを図7に示す．	
 

	
 図7より，ねぶた型・発泡スチロール型・行灯型の三

種類において新規に制作されたみこし数はほぼ同じであ

り，本神輿型が補修・継続の様態をとっていることがわ

かる．その中でも特徴的であるのが発泡スチロール型の

みこしであり，祭り後のみこしの取り扱いとして5体中

4体が来年にむけて保管される．	
 

	
 表6に発泡スチロール型みこしを制作した団体のヒア

リング内容を抜粋して示す．これより，発泡スチロール

型のみこしは，来年度のみこし制作をふまえ，改修・補

修等の取り扱いがしやすいことから選択されていると言

える．また，みこしの購入先や売却先をみても，同じよ

うに春祭りでみこしを吊る白鳥町や大和町など郡上市内

の他の町名が挙げられ，また中野子供会は前年の尾崎町

子供会のみこしを購入するというような，地域間の広域

ネットワークが醸成されている一方で，制作を他地区に

依存することで祭りを継続させていくための制作形態が

特徴のひとつとして考えられる．	
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図-7	
 2015年度みこしの制作実態・祭り後の取り扱い関係図 

	
 



H 毎年十年くらい前から一から作ってらっしゃるんですか？

M 一から。まあ去年の材料をばらして作り直して。まあ発泡スチロールとかああゆうも
んを作るとゴミにもなるし高いですからね、こういうのって。

H そうですよね。じゃあ去年の材料で使えるのは使って。

M そうですね、ばらして。発泡スチロールかこういうのは使い回してます。あとはペッ
トボトルとかそういうのを使ってます。

S なるべくお金かからんように。
M そう、なるべくお金かけないように、廃材を利用して。

M・S:語り手(郡上八幡FC みこし制作者)　H:聞き手

H おみこし毎年作られてるんですか？

K あの一応作る年と作らん年とあって。次の年も使えそうならバージョン変えて使うっ
て感じ。今年は全部作って。電飾も変えて。

K:語り手(上が洞子供会みこし制作者)　H:聞き手

 

 

H 大体小野の中で買い物したり？
M そう、なるべく。あるものは。町内のお祭りなんで。

M:語り手(小野子供会みこし制作者)　H:聞き手

H みんなでこうやって飲みながらやってらっしゃるんですね。

W 結局さあ、多分どこの町内もそうやけどさ、みこしを作るのに一番何に金がかかるっ
て多分飲み代やで。

H そうですね、結構そうおっしゃってる所多いですね。
W せやろ？それに一番金かかる。

M 何やっても大体それやろなあ。

W それでお金が動いてまちが、商店がちょっとでも潤えばええやん。そのための祭りな
んやで。

W・M:(中愛宕町子供会みこし制作者)　H:聞き手

地縁型組織

テーマ型組織

子供会

中愛宕町・今町・城南町・大正町・常盤町
尾崎町・上ヶ洞・中野

たのもし

新町・新栄町

町内会

上日吉町・上枡形町

家族

本町

小野

子供会 町内有志

職人町・上愛宕町

中柳町・下日吉町・向山

OB

技術提供

たのもし

有志

郡上八幡 FC・赤谷流し

みこし制作者

凡例

その他

 



	
 

ないかと考える．	
 表-8	
 みこし制作組織の運営形態 

地区区分 みこし制作組織団体名 組織 活動拠点 1991 1993 1994 1998 1999 2000 2001 2005 2008 2009 2012 2013 2014 2015

職人町子供会 町内会有志 長敬寺

中柳町子供会 子供会(子供が生まれてから)＋有志 ガレージ

本町子供会 子供会：小学生の親 ガレージ

尾崎町子供会 子供会(小学生の親)＋有志 公民館

上ヶ洞子供会 子供会：小学生と中学生の親 公民館

向山自治会 子供会(小学生の親)＋有志 公民館

上愛宕町有志ちびっこ会 子供会有志 駐車場

中愛宕町子供会 子供会：小学生の親 ガレージ

今町・今小町・栄町子供会 子供会：小学生の親 ガレージ

新町子供会
子供会(子供が生まれてから)＋若手の

たのもし
駐車場

新栄町子供会 子供会：子供が生まれてから 公民館

城南町子供会 子供会：小学生の親 公民館

大正町子供会 子供会：小学生の親 コミュニティセンター

常盤町子供会 子供会：子供が生まれてから コミュニティセンター

上日吉町子供会 上日吉自治会 コミュニティセンター

下日吉町子供会 子供会(子供が生まれてから)＋有志OB 公民館

下桝形町子供会 下枡形自治会：桝友会(たのもし) 公民館

小野子供会 子供会：各町内約2名(小学生の親) 小野青少年センター

中野子供会 子供会：小学生の親 向中野集会所

郡上八幡FC 有志団体：郡上八幡FCのコーチ陣 駐車場

赤谷流し有志会 下愛宕町のたのもし(二十日会)の有志 駐車場

北町

南町

有志

コンクール参加：　　　　　　　　コンクール不参加：　　　　　　　　みこし制作無：　　　　　　　　　不明：　　　　　　　　　　

みこしコンクール参加有無

	
 

	
 表 8 にて不明となっている項目は，コンクールには不参加であるがみこしを制作した，もしくはみこし自体制作し

ていないかのいずれかを示す．	
 

	
 

(5)みこし制作における活動場所	
 

	
 表8より，みこしコンクール参加の変遷を追うと，資

料が有るうち全ての年度においてみこしコンクールに参

加している団体は8地区あり，その内7地区は地区内に

公民館やコミュニティセンターといった活動拠点がある．

このことから，活動拠点の有無も例年みこしづくりを行

うために必要な要素ではないかと考える．	
 

	
 

(6)みこし制作継続への意識	
 

	
 みこし制作者には様々な思いがあるが，町内会単位で

みこしを制作している組織の中では，自らが子どもだっ

た際に親が作ってくれたことや祭りの楽しい思い出を子

どもに継続して伝えていきたいという発言が多く見られ

た．	
 

表-9	
 みこし制作への意識に関するヒアリング抜粋	
 

M 大体、ここの人小さい頃から何人か、私もこの町やもんで、ちっちゃいころ大人が一
生懸命なって、今大人になって子供の為に作って。

O 子供の為に。全て子供の為に。
M・O:(新栄町子供会みこし制作者)　 	
 

K

だからほんとにクオリティは低いんですよ。僕ら喧嘩するぐらいにやろうかっていう
話もあるんですけど、やっぱりお金が無いのと子供がいらっしゃるのが二三軒しか無
いんですよ。僕らがほんと子供の頃は子供もおって担いだんですよほんとに。今は担
がずに、とにかく参加しよう、祭りに参加して子供達を楽しませようって、僕らが楽
しかったので。とにかく祭りには参加せなあかん。

K・U:(下桝形町子供会みこし制作者)　 	
 

H そうですね、結構時間割いてやってる感じでしたもんね。
W そうやろ？毎年毎年参加団体は減っていくよ。

H そうですよね、こういう風になんだろうな、子供会に若いうちから入って技術とか学
んでいくのもどんどん無くなっていくってことですよね。

W

無くなるよね、で自分らはさ片桐さんもそうやけど、自分らが子供のときにやってく
れとるわけ、町内の人が。自分が子供のときに作っとるところに遊びにきて、そうい
うのってすごい楽しかった思い出があるもんでさ、そういうのを子供らに伝えてあげ
たいよね、やっぱり。

W:(中愛宕町子供会みこし制作者)　H:聞き手 	
 

また，地区によっては子どももみこし制作に携わるとこ

ろもあり，大人と一緒にみこしを作ることで道具の使い

方を教わったり，子ども同士で祭り当日の役割分担を考

えたりと，子どもの頃からみこし制作に積極的に関わっ

ている様子が見られる．	
 

	
 	
 

図-11	
 子どもによるみこし制作の様子 

	
 

(7)みこし制作におけるキーパーソンの存在	
 

	
 みこしの制作においては，仕事の技能や作り手それぞ

れの得意なことを活かした役割分担がなされている．例



	
 

えば，電気関係の仕事をされている方がライトアップの

ためのみこしの配電をおこなったり，細かい工作が得意

な人がみこし制作におけるリーダーになっていたりする．

そのような中で，みこし制作において周囲から一目おか

れるようなキーパーソンとなる人物がいる．	
 

表-10	
 みこし制作の役割分担に関するヒアリング抜粋	
 

M うん、あの人が電球職人さん。電球職人の弟子か。もうひとり電気屋さんがおって、
あの人がその弟子。電球職人や。

M:語り手(小野子供会みこし制作者) 	
 

N そうですね、まああの仕事柄いろいろやれる人がおいでたんで。車屋さんやったり電
気屋さんやったり。

H 電気屋さんあるとあれですよね。それでだんだんできていって。
N そうです、はいおかげさまで。ベースが出来たんで小細工で。
H でもあの辺のランプ取り付けたりとか、常盤町ってプレートがあったり。
N そうやね、はい。これはこれでシール屋さんがいるのよ。
H そうなんですね。なんとか屋さんがいて、得意なことをやったりしたんですね。
N そうそう、はい。
N:語り手(常盤町子供会みこし制作者)　H:聞き手 	
 
表-11	
 みこし制作のキーパーソンに関するヒアリング抜粋	
 

W T君はみこしにあついからなあ。

H そうですね。
W T君の迫力に引いたらあかんよ。

H いや、すごいなあと思って。全部の針金組むのもTさんがやってらして、技術者みた
いな。

W ほんとすごいんやでT君は。基本的にあれやでな、よその町内の人って言ってもみん
な知っとる人ばっかりやからな。

W:(中愛宕町子供会みこし制作者)　H:聞き手  
M そうなんですね。これ大体形考えるのはみなさんでやるんですか？
H いや、形作るのはさっきのおじさん。家具屋さん。
M あ、Tさん。
H うん、あの人のセンスで作る。これ作りたいっていやああの人が考える。
M そうなんですね。
H この形作るのがあの人しかおらん。
M:(新栄町子供会みこし制作者)　H:聞き手　  
６．まとめ 
	
 調査の成果は以下の通りである．	
 

①2015 年度みこしコンクール参加不参加団体のみこし

制作実態とみこしの組織運営の二点に着目し，制作実態

としては形態・制作状況・祭り後の取り扱いの三点を，

組織運営については運営形態・構成人数・活動拠点・み

こしコンクール参加の変遷という四点を明らかにした．	
 

②制作実態を前述した三点から整理し，来年に向けて保

管のしやすいみこしづくりを行うことや，制作を外部に

依存するといった，みこしを吊るという行為を継続しよ

うとするための制作形態が特徴として挙げられる．	
 

③みこし制作の場合には御通帳という地域内経済循環の

仕組みがあり，住民も町内で材料を買うという意識があ

ることを把握した．	
 

④みこし制作の運営形態に関して，地縁型組織とテーマ

型組織に分けられ，地縁型組織のみこし制作には，町内

の様々な年代の人々が携わっていることが明らかになっ

た．また，活動拠点の存在がみこし制作継続のための一

要因になっているのではないかと考えられる．	
 

⑤みこし制作を行っている意識として，制作者が子ども

の時に楽しかった記憶を自らの子ども達にも体験させた

いという発言が多く見られた．子どもの頃からみこし作

りを間近で見たり，子ども達も制作に直接携わったりす

ることで，大人になってもみこし作りに参加する意識が

醸成されている．	
 

⑥みこしの制作においては職能や趣味を活かした役割分

担がなされ，また町内における様々なキーパーソンが，

ものづくりを通じて見いだされる．	
 

	
 以上より，みこし制作という共同でのものづくりには，

コミュニティの構成員個人がキーパーソンとなる場面が

生じること，他地区への対抗意識から地区内の結束意識

が高まること，材料調達において地域内での経済循環を

意識させることが明らかとなり，これらはコミュニティ

の持続性や強化に対する意義が大きいと考えられる．	
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